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背景と目的

　「作業療法」という語は、“Occupational Therapy”
の日本語訳である。「作業」の訳語があてられた
“Occupation”の動詞形“Occupy”は、「没頭する」
という意味を持ち１）、作業療法でいうところの作業
は単なる手作業をさすのではなく、個人にとって価
値があり熱中しているような活動のことである。つ
まり、原語の意味合いから作業療法を説明すると、
「利用者が没頭できる作業活動に参加するのを援助
し、健康を維持回復させる方法」が作業療法といえ
よう。これに従うと、四肢の運動のみを目標とした
無目的な活動を提供することは、将来の作業参加を
見据えたものを除けば２）、到底、作業療法の範疇と
は考えられない。
　人が何もかも忘れて、没頭できる活動を持つこと

は、その人の生活に喜びと満足と楽しみをもたらす。
このような、生活に意味づけと楽しさを与える深い
没頭体験を、Csikszentmihalyi ３）、４） は特に「フロー」
と定義している。フローを引き起こすような作業は
質の高い生活になくてはならないものだと考えられ
るが、Kielhofner ５） が述べるように、心身機能の障
害はもっともよくそのような経験を困難にし、人に
無力感を植え付ける。それゆえ、作業療法において、
障害を抱える利用者に対し没頭できる作業活動への
参加を援助していくことは意義深いと考えられる。
　さて、日常における没頭体験の重要性にも関わら
ず、それが健康に及ぼす影響について十分検討され
てきたとは思えない。そのなか我々は、先行研究６）、７）

において、作業に参加したときに、主観的な没頭度
の高い人ほどストレス軽減作用が強いことを明らか
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要 　　旨

　【目的】高齢者の生活における没頭体験と健康関連 QOLについて調査した。【方法】対象は、高次
の生活機能を維持している高齢者 81名であった。アンケートは、年齢・性別・老研式活動能力指標・
SF-8日本語版に加えオリジナルの生活没頭感尺度で構成した。生活没頭感尺度の得点と SF-8日本語版
の得点との相関関係を解析した。【結果】生活における様々な没頭体験の頻度が、健康関連 QOLの身体
的側面と関連していることがわかった。【結語】生活の中に没頭する作業をもつことが，QOLの維持改
善と関連することが示唆された。
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にし、作業に没頭することが健康増進につながる可
能性を示してきた。そして更に、これらの研究を通
じて、生活の中に、我を忘れて熱中・没頭できる活
動が豊富にある人ほど、ストレスが低く、主観的健
康度が高いのではないかと推察するにいたった。 
　そこで今回、高齢者を対象として、日常生活にお
ける没頭体験の頻度と健康関連 QOLとの関係をア
ンケート調査により明らかにすることを研究目的と
した 。

対象と方法

　山口県 I市の老人クラブリーダー研修会参加者
200人を対象に、無記名アンケートを留め置き式で
実施した。その結果、調査に同意があった 115人か
ら回答を得た。そのうち解析対象は、欠損値のなかっ
た男性 63人（平均年齢：75.4±4.7歳）、女性 18人（平
均年齢：72.4±6.3歳）、計 81人（平均年齢：74.7±5.2
歳）とした。アンケートは、年齢・性別・老研式活
動能力指標８）・SF-8日本語版９）に加えオリジナル
の生活没頭感尺度で構成した。
　オリジナルの生活没頭感尺度（図１）は、過去 1ヶ
月間の没頭体験の頻度を、ADL・IADL・仕事・趣味・
社会参加・宗教活動の 6つの場面で尋ねるものであ
る。回答数の分布から評定値の割付を調整した10）

が、信頼性・妥当性については検討していない。
　データ解析では、老研式活動能力指標により、対
象群の活動レベルをまず検討した。次に、SF-8日
本語版の今回の平均値を国民標準値（70－75歳）
と比較検討した。統計的比較には、t検定をもちい、
平均値と標準偏差から手計算した。有意水準は 5％
とした。
　生活没頭感尺度の結果については、まず、各項
目での評価点の平均値の違いについて比較検討を
おこなった。そして次に、生活没頭感尺度の得点と
SF-8日本語版の得点との相関関係を、Spearman検
定により解析した。統計ソフトは SPSS ver.14.0Jを
使用し、有意水準は 5％とした。

研究倫理

　ヘルシンキ宣言と厚生労働省の臨床研究に関する

倫理指針に基づいて研究計画書を作成し、研究を実
施した。

結　　果

　老研式活動能力指標の平均点は、13点満点中、
12.4点で、ほとんどの人が満点であった。対象は老
人クラブのリーダー達で、高次の生活機能を維持し
ている群といえる。数値については、天井効果を示
すため、以後の解析には使用しなかった。
　対象の SF-8日本語版の偏差得点の平均値は、70
歳から 75歳の国民標準値と比較して、ほぼ同等で
あったが、活力と社会生活機能において有意に得
点が良かった（表１）。この結果も対象が老人クラ
ブのリーダー達であることと関係していると思われ
る。つまり、今回の対象は、元気で積極的に社会交
流を図っている群と考えられる。
　生活没頭感尺度において、相対的に平均点が高
かった（没頭頻度が多い）項目は、ADL時、IADL時、
仕事時、趣味・娯楽時であった。社会参加時と宗教
時は得点が低かった（図２）。
　生活没頭感尺度と SF-8の項目で正の相関が有意
だったのは、ADL時の没頭頻度と日常役割機能身
体、仕事時と全体的健感・身体的サマリースコア、
趣味・娯楽時と身体機能・日常役割機能身体・身体
的サマリースコア、宗教時と体の痛み、社会参加時
と体の痛み・全体的健康感・身体的サマリースコア
であった（表２）。
　宗教時と社会生活機能・精神的サマリースコアに
関しては有意に負の相関があった（表２）。 

考　　察

　宗教時をのぞくと、様々な作業における没頭体験
頻度が、健康関連 QOLの身体的側面と正の相関を
もつことがわかった。日本人大学生を対象とした浅
川11）の研究では、生活におけるフロー経験が日常
生活における充実感と密接な関係を持つことが明ら
かとなっている。さらに、日常的な充実感や虚無感
は、身体化の過程を経て、身体的な好・不調として
表現されやすいと考えられるので、没頭体験頻度の
多少が身体的な健康関連 QOLの高低と関連してき
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図１　生活没頭感尺度
自記式で回答させ、「毎日」の４点から「なし」の１点までの評点をつけ解析した。
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図２　生活没頭感尺度の各項目の平均点
エラーバーは±標準誤差を示す

表１　SF-8 の結果

表２　生活没頭感尺度とSF-8 との相関
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たのではないかと我々は推察している。
　今回の研究では、没頭体験を感じやすい生活場面
は、ADL時、IADL時、仕事時、趣味・娯楽時であっ
た。中年女性に関する佐橋12） の研究では、学習・
芸術文化活動やスポーツ活動等の趣味・娯楽活動や
仕事時にフローが高い頻度で生起していた。我々の
今回の研究は、没頭体験の頻度のみを問うものであ
り、その質を問うものではなかった。このことは、
身の回りのことのように、挑戦的でなくフロー促進
的でもない活動において、その質はともかく没頭体
験が起こることを示している。
　石井13）の示したように、無目的な作業は不安感
情をもたらす可能性がありその提供には十分注意し
ないといけないが、特に挑戦的でもない日常の卑近
な作業に関しては、そこにも健康維持の要素がある
ことを見抜かなければならないだろう。実際、佐橋12）

は、アパシー領域にある活動に楽しみが多かったこ
とを報告している。挑戦的な場面に自分の能力ので
きる限りを注ぐような経験が価値的に望ましく、日
常の活動をできるだけフロー化したほうがよいとい
うのは、ピューリタン的発想で、東洋文化における
作業のあり方とは差異があるのかもしれない。
　なお、宗教活動が心理的な健康感と負の相関を示
したことは、身の不幸を感じたときから宗教とのか
かわりをもちはじめるという日本人の生活習慣を反
映したものではないかと思われる。
　我々の研究によって、生活の中に没頭する作業を
もつことが、健康関連 QOLを維持し、高齢者がい
きいきと生活することにつながることがわかり、高
齢者の作業の提供に新たな知見をもたらしたと考え
られる。
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付　　記
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幌 , 2007.6）で発表されたものである。

Abstract

【Background and Purpose】We examined the relation 

to the absorption experience and health-related quality 

of life in the elderly.【Methods】Objects were 81elderly 

who were maintaining the higher competence level. 

The questionnaire was composed of an age, sex, Tokyo 

Metropolitan Institute of Geriatrics Index of competence, 

SF-8 Japanese version and an original Absorption 

Experiences Index. We analyzed the correlation of the 

score of Absorption Experiences index and the score of 

SF-8 Japanese version. 【Results】It becomes clear that 

the frequency of the absorption experience relating to 

a physical component of health-related quality of life.

【Conclusion】It was suggested that having the absorption 

experience in everyday life promote QOL in the elderly.
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